
被
表
彰
者
※
敬
称
略

県
知
事
表
彰

功
労
章

藤
謙
一
（
野
々
市
消
防
署
）

永
年
勤
続
功
労
章

熱
野
竜
一
（
第
１
分
団
副
分
団
長
）、
坂

井
邦
治
（
第
１
分
団
部
長
）、塩
田
健
（
第

３
分
団
部
長
）、
木
津
也
寸
志
（
第
１
分

団
）、
岩
内
信
行
（
第
３
分
団
）、
宮
川
純

一
（
野
々
市
消
防
署
）

市
長
表
彰

10
年
勤
続
功
労
表
彰

内
村
兼
二（
第
１
分
団
部
長
）、小
浦
隆
造
、

北
野
淳
、
藤
谷
貴
寛
（
第
１
分
団
）、
石

髙
史
子
、
横
浜
裕
美
子
（
第
５
分
団
）

消
防
団
員
退
職
感
謝
状

平
浪
弘
之
（
元
第
２
分
団
部
長
）、
村　

田
貴
史
、
森
義
治
（
元
第
１
分
団
）

市
消
防
団
長
表
彰

５
年
勤
続
功
労
表
彰

中
川
智
之
（
第
１
分
団
）、水
落
明
弘
（
第

２
分
団
）、
宮
岸
裕
一
（
第
３
分
団
）、
岩

本
義
正
、
山
本
敦
司
（
第
４
分
団
）、
山

本
和
美
（
第
５
分
団
）

優
良
団
員
表
彰

和
田
忠
明
、
上
村
康
平
、
江
川
綾
輔
（
第

１
分
団
）、
水
落
明
弘
、
山
下
栄
俊
、
吉

田
裕
介
（
第
２
分
団
）、
松
本
信
孝
、
坂

井
伸
行
、
山
本
実
（
第
３
分
団
）、
谷
内

英
之
、
中
村
雅
成
、
斉
藤
利
一
（
第
４
分

団
）、
薮
下
真
希
子
、
山
本
和
美
（
第
５

分
団
）

１
月
５
日
㈰
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
お

よ
び
あ
ら
み
や
公
園
で
市
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
、
消
防
団
員
、
自
警
団
員
、
消
防
職
員

の
総
勢
約
３
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々

へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
粟
市
長
か
ら
「
市

民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
地
域
防
災
力
の
中
核

を
担
う
皆
さ
ん
と
更
に
連
携
を
強
化
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
、
あ
ら
み
や
公
園
で
は
、

無
火
災
を
願
い
、
消
防
車
両
行
進
、
は
し
ご

登
り
、
初
放
水
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
勇
鳶

会
（
第
２
・
４
分
団
）
に
よ
る
は
し
ご
登
り
で

は
約
７
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
の
上
で
、
28
の

演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
高
所
を
物
と
も

し
な
い
技
の
数
々
に
観
客
か
ら
は
拍
手
が
沸

き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
出
初
式
を
皮
切
り
に
消
防
団
お
よ
び

自
警
団
は
、
今
年
も
ま
ち
の
安
心
安
全
を
守

る
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。
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